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能
力
進
展
を
誇
示

【
ソ
ウ
ル
大
貫
智
子
】
韓
国
気
象
庁
は
３
日
、
北
朝
鮮
北
東
部
の
咸ハ

ム

鏡
ギ
ョ
ン

北プ
ク

道ド

吉キ
ル

州ジ
ュ

郡
豊プ

ン

渓ゲ

里リ

付
近
で
３
日
午
後
０
時

分
ご
ろ
、
人
工
地
震
と
推

定
さ
れ
る
地
震
波
が
観
測
さ
れ
た
と
明
ら
か
に
し
た
。
聯
合
ニ
ュ
ー
ス
が

伝
え
た
。
日
本
の
河
野
太
郎
外
相
は
、
北
朝
鮮
が
核
実
験
を
実
施
し
た
と

断
定
し
た
。
韓
国
当
局
に
よ
る
と
、
地
震
の
規
模
を
示
す
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
（
Ｍ
）
は
５
・
７
、
震
源
の
深
さ
は
０
㌔
と
推
定
さ
れ
る
。

北
朝
鮮
の
核
実
験
は
昨
年
９
月
９

日
に
続
き
、
６
回
目
。
対
北
朝
鮮
政

策
で
強
硬
姿
勢
を
見
せ
る
米
ト
ラ
ン

プ
政
権
に
対
し
て
核
能
力
の
進
展
を

誇
示
す
る
狙
い
が
あ
る
と
み
ら
れ

る
。
国
際
社
会
か
ら
さ
ら
に
強
い
非

難
を
浴
び
そ
う
だ
。

北
朝
鮮
の
朝
鮮
中
央
通
信
は
３

日
、
金キ

ム

正
ジ
ョ
ン

恩ウ
ン

朝
鮮
労
働
党
委
員
長
が

新
た
に
製
造
さ
れ
た
大
陸
間
弾
道
ミ

サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
の
弾
頭
部
に

装
着
す
る
「
水
爆
」
を
視
察
し
た
と

報
じ
た
。
開
発
し
た
核
弾
頭
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
障
害
を
生
じ
さ
せ

る
「
電
磁
パ
ル
ス
弾
」
と
し
て
の
使

用
も
可
能
と
主
張
。金
委
員
長
は「
強

力
な
核
兵
器
を
ど
ん
ど
ん
製
造
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
述
べ
た
。

前
回
の
核
実
験
に
つ
い
て
北
朝
鮮

は
「
核
弾
頭
と
し
て
の
性
能
と
威
力

を
最
終
的
に
確
認
し
て
き
た
」
と
説

明
。
そ
の
８
カ
月
前
の
同
年
１
月
６

日
に
は
、
少
量
の
核
融
合
物
質
を
使

っ
て
核
分
裂
を
強
め
る
「
ブ
ー
ス
ト

型
核
分
裂
爆
弾
」
の
可
能
性
が
高
い

と
見
ら
れ
る
核
実
験
を
強
行
し
た
。

「
水
爆
」
と
み
ら
れ
る
物
体
を
視
察
す
る
北
朝
鮮
の
金
正
恩
朝
鮮
労
働
党
委
員
長
（
右
か
ら
２
人
目
）
。

朝
鮮
中
央
通
信
が
３
日
配
信
し
た
‖
朝
鮮
通
信
・
共
同
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